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海水中で分解するバイオポリマーを基盤とする複合材料を創
製する。バイオポリマーである多糖類と親水性ポリマーを基
盤とし、ポリマー鎖間に可逆的なイオン結合を導入して化学
架橋し、同時にヘミアセタール / アセタールのような強固な
物理的な多点相互作用を形成することで、機械的特性と耐水
性を併せ持つ複合材料を作製する。ポリマー鎖間の可逆的な
共有結合と多点相互作用により実用的物性を発現させるとと
もに、塩水に浸漬にすることで原料ポリマーが回収でき、合
成と解体が繰返しできる新しいバイオポリマー複合材料の開
発に挑む。

包装材料分野、化粧品容器分野、医療用品分野

バイオポリマー海洋生分解性プラスチックの開発と
分解制御
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＃海洋生分解性プラスチック ＃高分子系複合材料 ＃天然高分子材料
＃塩応答性架橋 ＃多点相互作用
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石油依存からの脱却は、現代社会が抱える大きな課題の
一つです。そのためには、埋蔵量が豊富な天然ガスの主
成分である低級アルカンを有用な化成品・エネルギーに
変換するための技術が必要です。しかし、一般的にアル
カンは長年にわたって地球に埋蔵されてきただけあっ
て、有用な化合物に変換することは困難であり、従来に
ない手法が必要です。私たちは、特殊な電子状態あるい
は原子価状態をとる金属ナイトレノイド化合物や金属ハ
ロゲン化合物を創生し、アルカンをそれぞれのアミンや
ハロゲン化物へと変換する手法を開発しています。

資源・エネルギー分野、創薬関連

異常原子価金属―ナイトレン/ハロゲン化学種を
活性種とするアルカンのアミノ化およびハロゲン化反応
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＃金属錯体 ＃酸化反応 ＃ CH 結合活性化 ＃アミノ化反応 ＃ハロゲン化反応
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